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第 80 回大会開催に向けて  第 22 期代表理事 西田和弘（岡山大学） 

2025 年度の大会は、日本社会保障法学会の前身である日本社会保障法研究会の第 1 回大会（1977 年

10 月）から数えて、記念すべき 80 回の節目を迎えます。2017 年度までは年 2 回開催、2018 年度以降は

年 1 回開催となったため、学会年齢と大会回数は一致しませんが、他の法領域に比べ比較的若いとされ

る学会ながら、半世紀弱の歴史を持つ学会となりました。 

第 80 回大会は、1 つの大シンポジウムと 2 つのミニシンポジウム、そして記念講演で構成されていま

す。大シンポジウムは、「精神障害者の地域生活保障」をテーマに、障害者の生活に関わる法的諸課題の

うち精神障害者の問題に着目し、医療、福祉、就労の側面から検討が行われます。2 日目のミニシンポ

ジウムの「社会保険事業の意義と位置付け―雇用保険・介護保険における保険給付類似の「事業」を中

心に―」では、近年、その規模、機能の拡大がみられる社会保険事業に着目し、社会保険事業の社会保

障法上の位置づけが検討されます。また、ミニシンポジウム「引退過程における所得保障の公私役割分

担―いわゆる WPP 構想を素材とした再検討」では、2023 年 4 月の社会保障審議会企業年金・個人年金

部会で有識者から提唱された WPP（Work longer, Private pensions, Public pensions）構想を手掛かりに、年

金における新たな公私役割分担の枠組みを考察しようとする意欲的な報告で構成されています。そして、

節目の大会を記念して、井上英夫会員（第 12 期代表理事）より、「社会保障法学会に期待すること－人

権としての社会保障確立に向けて」と題して、第 1 日目の総会後に、ご講演いただくことになっており

ます。井上会員は、学会の第 1 期から 40 年にわたり理事を務められ、学会の黎明期から現在までの歩

みを見てこられました。今後の学会のますますの発展のために、叱咤激励を含めたダイナミックなお話

が聞けるものと期待しております。 

第 80 回大会でも、質疑応答は Google Forms を活用して参ります。質問を整理しやすく、かつ、文字

の判読が容易であるという利点がありますが、企画委員会や開催校へはご負担をおかけすることになり

ます。ネット環境の不具合なども想定して、質問用紙での質問も受け付けます。また、第 1 日目終了後

に「情報交換会」も開催されますので、こちらもぜひご参加ください。 

 最後になりますが、快く学会開催をお引き受けいただいた中央大学の新田秀樹理事に感謝申し上げま

す。 

 

 第 80 回大会開催案内  事務局長 丸谷浩介（九州大学）  

日本社会保障法学会第 80 回大会が下記の通り開催されます。皆様お誘い合わせの上、ご参加いただ

きたく存じます。 
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・日 時：2025 年 5 月 24 日（土） 9：30～17：00 （9：00 受付開始） 

         5 月 25 日（日） 10：00～13：00 （9：30 受付開始） 

 

・会 場：中央大学･茗荷谷キャンパス 

     （〒112-8631 東京都文京区大塚 1 丁目 4−1） 

    大学までの交通、大学内の案内につきましては本会報末尾をご参照ください。 

    お問い合わせ先 03-5978-4254（中央大学法学部新田秀樹研究室） 

 

 ・大会次第 

第 1日目 2025年 5月 24日（土）シンポジウム・総会（1階 1W01特大教室） 

シンポジウム 

「精神障害者の地域生活保障」 

司会：矢嶋里絵（東京都立大学）・瀧澤仁唱（桃山学院大学名誉教授） 

 

○廣田久美子（福岡県立大学）「趣旨説明」 ............................................................... 9:30～9:40 

 

○山田晋（広島修道大学）「精神障害と社会保障法の課題」 ................................... 9:40～10:15 

 

○池原毅和（弁護士）「精神障害のある人の医療福祉と人権 

～障害者権利条約の強制の廃絶及び脱施設化、地域生活の権利の保障～」 .......... 10:15～10:50 

 

〇木村茂喜（西南女学院大学） 

「医療観察法の対象者たる精神障害者の地域生活への支援」 ................................. 10:50～11:25 

 

総会 ................................................................................................................................... 11:25～11:50 

記念講演 井上英夫（金沢大学名誉教授、第 12代代表理事） 

「社会保障法学会に期待すること－人権としての社会保障確立に向けて」 

 ............................................................................................................................................ 11:50～12:30 

 

休憩（昼食）（2 階 2E08 教室）12:30～13:15 

開催校あいさつ ................................................................................................................ 13:15～13:20 

 

○濵畑芳和（立正大学）「精神障害者の地域生活支援」 ........................................... 13:20～13:55 

 

○廣田久美子（福岡県立大学）「精神障害者の雇用と就労支援」 ........................... 13:55～14:30 
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休憩 ................................................................................................................................. 14:30～15:00 

 

〇質疑応答 ..................................................................................................................... 15:00～17:00 

 

大会第 1日目終了 ................................................................................................  17:00（予定） 

 

 17：30～ 情報交換会（中央大学・茗荷谷キャンパス地下 1 階「学生食堂」） 

 

第 2日目 2025年 5月 25日（日）ミニシンポジウム 

ミニシンポジウム（1）1階 1W01特大教室 

「社会保険事業の意義と位置付け  

―雇用保険・介護保険における保険給付類似の「事業」を中心に―」 

司会：丸谷浩介（九州大学） 

 

  〇丸谷浩介（九州大学）「趣旨説明」 ......................................................................... 10:00～10:05 

 

〇北岡大介（東洋大学）「雇用保険 2 事業から見た社会保険事業の法的意義と位置づけ 

～コロナ禍における雇用調整助成金の特例措置等の検討を中心に～」..... 10:05～10:40 

 

○田中謙一（北海道大学）「介護予防・日常生活支援総合事業の法的課題 

～保険給付と類似するサービス・活動事業に着目して～」 ........................ 10:40～11:15 

 

〇地神亮佑（大阪大学）「保険給付類似の『社会保険事業』の意義と位置付け」 . 11:15～11:50 

 

休憩 ................................................................................................................................. 11:50～12:00 

 

〇質疑応答 ..................................................................................................................... 12:00～13:00 

 

ミニシンポジウム（2）2階 2E08教室 

「引退過程における所得保障の公私役割分担 

―いわゆる WPP 構想を素材とした再検討 

司会：嵩さやか（東北大学） 

 

  〇嵩さやか（東北大学）「趣旨説明」 ......................................................................... 10:00～10:05 

 

〇谷内陽一（名古屋経済大学）「WPP 構想について」 ............................................. 10:05～10:25 
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○亀田康次（国士舘大学）「WPP 構想と雇用法制」 ................................................. 10:25～10:50 

 

〇森戸英幸（慶應義塾大学）「WPP 構想と私的年金法制」 ...................................... 10:50～11:15 

 

〇島村暁代（立教大学）「WPP 構想と公的年金法制」 ............................................. 11:15～11:40 

 

休憩 ................................................................................................................................. 11:40～11:55 

 

〇質疑応答 ..................................................................................................................... 11:55～13:00 

 

大会第 2日目終了  ..................................................................................................... 13:00（予定） 

※前回大会と同様、大会の出欠登録、昼食申込み及び情報交換会申込みは、原則としてオンライン

となります（詳しくは、9 頁「＜重要＞ 第 80 回大会の出欠登録・昼食申込み・情報交換会申

込みについて」をご覧ください）。 

※昼食代金は 1,000 円です（当日現金にてお支払いください）。昼食を申し込まれた方は必ずご購入

ください。第 2 日目の昼食の用意はありません。5 月 24 日（土）は地下 1 階の学生食堂が営業

しています。交通系 IC のみ使用でき、現金･クレジットカード等は使用できません。また、大学

周辺に飲食店もあります（「茗荷谷駅 ランチ」等で検索できます）。 

※情報交換会への参加を希望された方は、大会当日、受付にて情報交換会券を購入してください。

会費は 8,000 円です。情報交換会の会場は中央大学・茗荷谷キャンパス地下 1 階「学生食堂」で

す。 

 

 第 80 回大会時各種会議案内  事務局長 丸谷浩介（九州大学） 

5 月 23 日（金）13：00－16：00 企画委員会 .............................. 3 階 3N02 会議室 

5 月 23 日（金）16：00－17：30 理事会.......................................... 5 階 5C09 教室 

5 月 24 日（土）12：30－13：15 編集委員会 .................................. 2 階 2E07 教室 

 

第 80 回大会時その他案内   事務局長 丸谷浩介（九州大学）） 

5 月 24 日 シンポジウム報告者・司会者控室 .................................. 2 階 2E06 教室 

5 月 24 日 昼食会場 ............................................................................ 2 階 2E08 教室 

5 月 25 日 ミニシンポジウム（1）報告者・司会者控室 ................. 2 階 2E06 教室 

5 月 25 日 ミニシンポジウム（2）報告者・司会者控室 ................. 2 階 2E07 教室 

 

 企画委員会からのお知らせ  企画委員長 平部康子（佐賀大学） 

 

第 80 回大会は、2025 年 5 月 24 日（土）・5 月 25 日（日）の二日間の日程で、中央大学茗荷谷キャン

パス（東京都文京区）にて対面方式により開催されます。報告は、大シンポジウムと 2 つのミニシンポ

ジウムを予定しています。 第 1 日目は、大シンポジウムとして「精神障害者の地域生活保障」のテー

マで、廣田久美子会員、山田晋会員、池原毅和氏、木村茂喜会員および濵畑芳和会員より、趣旨説明を

含む報告が行われます。また、第 80 回目の大会の節目として、井上英夫会員による記念講演を予定し
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ています。第 2 日目は、会場を分けて 2 つのミニシンポジウムを開催します。第 1 会場・ミニシンポ①

では、「社会保険事業の意義と位置付け ―雇用保険・介護保険における保険給付類似の『事業』を中心

に―」をテーマに、丸谷浩介会員、北岡大介会員、田中謙一会員、地神亮佑会員が趣旨説明および報告

を行います。第 2 会場・ミニシンポ②では、「引退過程における所得保障の公私役割分担―いわゆる WPP

構想を素材とした再検討」をテーマに、嵩さやか会員、谷内陽一会員、亀田康次会員、森戸英幸会員、

島村暁代会員が趣旨説明および報告を行います。 

第 81 回大会については、2026 年 5 月下旬の開催に向けて現在調整を進めているところです。まず、

こども・子育て支援を強化する数多くの法改正が行われていることを念頭に、「社会保障法制における

こども・子育て支援政策のあり方（仮）」をテーマとした大シンポジウムを検討しています（担当理事：

水島郁子会員、倉田賀世会員）。また、ミニシンポジウムの企画として「フリーランス・クラウドワーク

の労働法的・社会保障法的考察（仮）」（担当理事：嶋田佳広会員）を準備しています。このテーマは日

本労働法学会 138 回大会（2021 年）の大シンポジウムで取り上げられたものですが、日本社会保障法学

会と日本労働法学会の会員との対話を通じて社会保障法学の展開を検証しようとするものです。個別報

告については、エントリーを受付中です。エントリーの締め切りは、2025 年 9 月 30 日となっておりま

す。ご希望の際は、企画委員長までお申し出ください。 

第 82 回大会以降に関しまして、企画委員会において鋭意検討中ですが、取り上げるべきテーマや深

めるべき議論についてご意見をお寄せいただきますようお願い申し上げます。報告方法を含む大会運営

についても検討を継続中です。この点につきましても会員各位のご所見をいただければ幸いに存じます。 

 

学会誌投稿論文の募集について  企画委員長 平部康子（佐賀大学） 

下記の要領にて、学会誌投稿論文を募集しています。ご応募たまわりますようお願い申し上げます。 

記 

1 学会誌に発表する論文は未発表のものに限ります。 

2 投稿者は本学会会員に限ります。 

3 投稿された原稿は、論文審査委員会が内容を考慮して選定した論文審査委員に、氏名を伏して審査

を委嘱します。その結果に基づき、論文審査委員会が採否を決定します。採用された原稿の掲載方法

等については、学会誌編集委員会で決定します。 

4 採用にあたっては、より一層内容の充実を図るために、補筆や修正等をお願いすることがあります。 

5 原稿の分量は、原則として、14,000 字（200 字詰め原稿用紙 70 枚）以内とします。 

6 執筆要領は、別にお渡しします。応募ご希望の方は、学会事務局まで請求してください。なお、公正

な審査を行うため、執筆者を特定・推定させるような表現はお避け下さい。たとえば、注の中で投稿

者自身の執筆論文・著書を引用する場合には、「拙稿」といった表現は用いずに、他の執筆者の論文

等の引用と同じスタイルで引用してください。 

7 英文タイトルおよび英文要約（200 語以内）を必ずつけてください。 

8 投稿論文は、PDF ファイルで作成した原稿を学会事務局までメールで送付してください。提出され

た原稿は、採否にかかわらず返却いたしません。 

9 締め切りは、2025 年 5 月 31 日（必着）とします。＊学会誌第 41 号の発刊にあわせます。 

（メールの送付先） sslawbureau@gmail.com 
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 学会奨励賞候補作品の募集について 企画委員長 平部康子）  

2025 年度学会奨励賞候補作品の推薦（自薦も含む）を、下記の要領で承ります。 

なお、推薦された候補作品は審査委員会で審査の上、受賞者は総会で表彰いたします。 

記 

1 対象作品：2025 年（1 月から 12 月）に公刊された著作および論文 

2 著者・筆者の年齢：当該著書・論文公刊時に 40 歳未満の会員 

3 受賞者数：原則として 1 名 

4 締め切り：2026 年 1 月 31 日 

5 推薦の宛先 

〒819-0395 福岡市西区元岡 744 九州大学大学院法学研究院 丸谷浩介研究室気付 

日本社会保障法学会事務局  E-mail : sslawbureau@gmail.com 

 

 学会誌編集委員会からのお知らせ  編集委員長 橋爪幸代（日本大学） 

・学会誌 40 号は、予定通り 2024 年 12 月に刊行いたしました。厳しいスケジュールの中、ご執筆いた

だいたみなさまには改めてお礼申し上げます。41 号以降も基本的には同じスケジュールで取り組む予定

ですが、原稿の依頼から締切までのスケジュールが特にタイトになっていた「書評」については、執筆

依頼の時期を早めることができるようスケジュールの見直しを行いたいと思います。みなさまにはご協

力のほどよろしくお願いします。 

・第 80 回大会では 1 日目の昼食休憩時に編集委員会（41 号）の開催を予定しております（昼食各自持

参）。委員の方はご参集ください。編集委員会詳細については、追ってメールにてお知らせします。 

 

 日本社会保障法学会理事会議事録要旨  日本社会保障法学会事務局   

○2024年度 4月理事会（21期） 

・日時：2024 年 4 月 22 日（月）〜4 月 30 日（火）（メール審議） 

・議事内容 

① 学会講座に掲載された論文の転載について 

学会講座に掲載された論文を海外の出版社の刊行物に日本語以外の言語で公表する場合についての

申合せ（案）」が原案の通り、承認された。 

 

○2024年度 5月定例理事会（21期） 

・日時：2024 年 5 月 24 日（土）16:00～16:54 

・対面会議（於 北星学園大学大谷地キャンパス A 館 509 教室） 

・議事内容 

① 第 79 回大会について（略） 

② 第 80 回大会について（略） 

③ 第 81 回大会以降の運営について（略） 

④ 学会誌投稿論文について（略） 

⑤ 学会奨励賞について（略） 
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⑥ 2023 年度決算について（略） 

⑦ 第 22 期理事･監事選挙及び、代表理事の選挙結果について（略） 

⑧ 新学会講座について 

石田理事より 2024 年 5 月上旬に社会保障法学会講座（日本評論社）が上下巻で刊行されたことが

報告された。 

⑨ 各委員会等より（略） 

⑩  入会者承認、退会者報告（略） 

⑪ その他 

 

○2024年度臨時理事会（22期） 

・日時：2024 年 5 月 24 日 17:30〜18:00 

・対面会議（於 北星学園大学大谷地キャンパス A 館 509 教室） 

・議事内容 

① 2024 年度予算について（略） 

② 推薦理事の選出について 

以下の 10 人の推薦理事が選出された（敬称略･順不同） 

平部康子、橋爪幸代、新田秀樹、倉田賀世、加藤智章 

永野仁美、川久保寛、福島豪、西村淳、衣笠葉子 

 

○2025年度定例理事会（22期） 

・日時：2024 年 5 月 25 日 12:10〜12:30 

・対面会議（於 北星学園大学大谷地キャンパス C 館 401 教室） 

・議事内容 

① 事務局長の委嘱について 

第 22 期事務局長は、丸谷浩介理事が務めることになった。 

② 企画委員長の指名について 

企画委員長に平部康子理事が氏名された。 

③ 企画委員の選出について 

平部企画委員長より、川久保寛会員、北岡大介会員、地神亮佑会員、常森裕介会員、廣田久美子会

員（以上再任）、笠木映里会員、柴田洋二郎会員、高畠淳子会員、棟居徳子会員（以上新任）に企画

委員をお願いしたい旨の提案があり、承認された。 

④ 編集委員長の指名について 

西田代表理事より、編集委員長として橋爪幸代理事が指名され、承認された。 

⑤ 編集委員の委嘱について 

橋爪編集委員長より、浅野公貴会員、倉田賀世会員、島村暁代会員、津田小百合会員、中野妙子会

員、林健太郎会員（以上再任）、金川めぐみ会員、河谷はるみ会員、井上浩平会員（以上新任）を編

集委員に委嘱したい旨提案があり、承認された。 

 

○2025年度定例理事会（22期） 

・日時：2025 年 10 月 19 日 16:00〜17:48 

・対面会議（於 上智大学四谷キャンパス 2 号館 13 階大会議室）及びオンライン 
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・議事内容 

① 第 80 回大会について（略） 

② 第 82 回大会について（略） 

③ 第 82 回大会以降の運営について（略） 

④ 学会誌投稿論文について（略） 

⑤ 学会奨励賞について（略） 

⑥ 奨励賞審査委員の委嘱について（略） 

⑦ 学会一時保育担当理事について 

原田理事の任期満了により、原田理事の後任として棟居理事が担当理事になることが報告された。 

⑧ 会員データベースの性別表記について（略） 

⑨ 入会者承認、退会者報告（略） 

⑩ 各種委員会等より 

橋爪学会誌編集委員長より、学会誌における立法紹介及び判例回顧等の掲載中止が提案され、承認

された。 

⑪ その他（略） 

 

 入退会のお知らせ  日本社会保障法学会事務局  

・2024 年 5 月 24 日の定例理事会で次の 6 名の入会が承認されました。（以下、敬称略・順不同） 

麻生解（京都大学院）、亀田康次（国士館大学）、近藤宏樹（社会保険労務士）、嵯峨嘉子（大阪公立

大学）、谷内陽一（名古屋経済大学）、村川真一（東洋大学） 

・2024 年 5 月 24 日の定例理事会で次の 16 名の退会が報告されました。 

古川陽二、鬼頭統治、畑中浩美、横山孝子、杉田浩子、小山正俊、石井保雄、高野敏春、長渕満男、

茶谷利つ子、片岡直、唐津博、青野覚、和田肇、Lohman Ulrich、藤原稔弘 

・2024 年 10 月 19 日の定例理事会で次の 3 名の入会が承認されました。 

石畝剛士（南山大学）、弘中章（信州大学）、松岡是伸（北星学園大学） 

・2024 年 10 月 19 日の定例理事会で次の 5 名の退会が報告されました。 

清水泰幸、久岡靖恵、増田雅暢、河合塁、品田充儀 

 

 事務局からのお知らせ  日本社会保障法学会事務局  

〇質疑応答の方法について 

第 80 回大会での質疑応答では、前回と同様、紙の質問票のほか、グーグルフォームでも質問を受け付

けます。可能な限りグーグルフォームにて質問していただきたく存じますので、グーグルフォームに接

続できるデバイス（パソコン、タブレット、スマートフォン等）をご持参いただけますとありがたく存

じます。なお、シンポジウム会場では、ご自身の ID で eduroam に接続できるほか、開催校提供の Wi-Fi

に接続できます。当日学会場にてグーグルフォームへアクセスするための QR コード及び URL をお知

らせいたします。 

〇会費納入のお願い 
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年会費は 9,000 円です。別途送付いたします振込票により、お早めに納入いただければ幸いです。 

なお、海外居住等でやむを得ずクレジットカード決済など別の手段でお支払いいただく場合は、手数

料は会員個人でご負担ください。手数料等を考慮の上、学会口座に入金される金額が 9,000 円となるよ

うにお支払いください。 

○学会誌バックナンバーについて 

学会誌につき、引き続き、会員が所属されている大学等の図書室やご近所の図書館等に購入希望を出

していただけますと幸いです。ご注文につきましては、1 号から 12 号までは委託事務局に、13 号以降

は法律文化社営業部（Tel：075－702－5830）にお問い合わせください。バックナンバー1 号から 12 号ま

での在庫数は、学会ホームページにてご確認ください。 

○英文パンフレットについて 

英文パンフレットの残部が事務局に若干数ありますので、ご入り用の方は本部事務局までメールでご

連絡ください。 

○次回以降の学会大会について 

第 81 回大会は、2025 年 5 月下旬に開催の予定です。 

〇第 80回大会（2025年 5月 24日、25日）における一時保育の利用申し込みについて 

第 80 回大会（2024 年 5 月 24 日、25 日）における一時保育の提供については、現在調整中です。 

調整がついた場合は、中央大学内に開設する一時保育室にて、業者が派遣する保育スタッフが保育を行

います。４月 10 日（木）までに学会ウェブサイトでお知らせいたしますので、ご利用希望の方は 5 月 9

日（金）までにご連絡ください。この件に関するお問い合わせは、一時保育担当理事の永野仁美会員（上

智大学）、棟居徳子会員（早稲田大学）の 2 名にご連絡ください（メールアドレス：h_nagano@sophia.ac.jp、

munesue@waseda.jp）。 

〇所属・住所等の変更、会費納入状況について 

学会ホームページよりオンラインで会員が直接、確認、変更できます。詳細については学会ホームペ

ージをご覧ください。なお、ID・パスワード・会費納入状況は、本部事務局（九州大学）では管理して

おりません。お問い合わせは委託事務局にお願いいたします。 

〇会報の訂正お知らせ・追加情報について 

 会報発行後の訂正・追加情報については、学会ホームページ・トップページの「お知らせ」欄に掲載

いたします。大会前にご確認ください。 

 

＜重要＞第 80回大会の出欠登録・昼食申込み・情報交換会申込みについて 

大会の出欠登録・昼食申込み・情報交換会申込みは、原則としてオンラインにて行って

いただきます。 

〇登録方法：学会ホームページ・トップページ「お知らせ」欄の「第 80 回大会【出欠登録・昼

食申込み・情報交換会申込み】」をクリックし、出欠登録フォームに必要事項を記入

し、ページ下部の「確認画面へ」をクリックしてください。登録内容を確認して「登
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録する」をクリックしてください。（ID・パスワードは不要です。） 

 

〇登録期限：5月 14日（水）正午まで（これ以降の登録は受け付けられません） 

※出欠登録フォーム上に、住所等を記入して頂きますが、ここでの入力内容は学会名簿には反

映されません。もし、住所等に変更がある場合には、ご自分で学会ホームページ右バナー「

会員登録情報」から、直接、変更・修正して頂くか、委託事務局にご連絡下さい。また、会

員情報の確認・変更に必要なID・パスワードがご不明な場合も、委託事務局にお問い合わせ

ください。 

     【問い合わせ先】 

      委託事務局（学会支援機構 会員管理担当） 

〒112-0012 東京都文京区大塚5-3-13-4F 

TEL：03-5981-6011   FAX：03-5981-6012 

Eメール：sslaw@asas-mail.jp 

 

※オンライン登録が難しい場合には、ハガキ（恐れ入りますが各自でご準備ください）に、氏名・

所属・1 日目の出欠・2 日目の出欠・1 日目の昼食の要否・情報交換会の出欠を記入し、5 月 9

日（金）必着で学会事務局に郵送してください。 

 【送付先】〒819-0395 福岡市西区元岡 744 九州大学大学院法学研究院 

丸谷浩介研究室気付 日本社会保障法学会事務局 

 

＜重要＞ 第 80回大会の報告レジュメ・資料のダウンロードについて 

第 80回大会の報告レジュメ・資料は、学会ホームページ上での配布となります（4月 21

日ごろを予定）。学会ホームページ右バナー「各種資料ダウンロード」をクリックし、「各

種資料のダウンロード」＞「第 80回大会」欄にある「シンポジウム資料」に、郵送された

学会会報 10頁に記載された ID、パスワードを入力し、ファイルを開いてください。 

なお、5月 16日ごろに、大会当日の各シンポジウムで使用する最終版の報告レジュメ・

資料を掲載する予定です。報告レジュメ・資料をダウンロード・印刷する際にはご注意く

ださい。 

＊会報 web版には ID・パスワードは記載しません。情報管理の観点から、本部事務局・委託事

務局ではパスワードの問い合わせにはお答えできません。 

＊大会終了から 1か月を経過した時点で、レジュメは削除します。会員への個別のレジュメ送付、

送信依頼には対応しませんのでご了承ください。 

＊第 80回大会では、報告音声は学会ウェブサイトに掲載しませんのでご了承ください。  
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中央大学 茗荷谷キャンパス 
○住所 

〒112-8631 東京都文京区大塚一丁目 4-1 

○交通アクセス 

東京メトロ丸ノ内線「茗荷谷駅」1 番出口から徒歩約 1 分 

○バリアフリーマップ 

https://www.chuo-u.ac.jp/uploads/2024/03/access_myogadani_barrierfree_01.pdf?1742282236384 

  

https://www.chuo-u.ac.jp/uploads/2024/03/access_myogadani_barrierfree_01.pdf?1742282236384
https://www.chuo-u.ac.jp/uploads/2024/03/access_myogadani_barrierfree_01.pdf?1742282236384
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○ フロアマップ（各階のフロア図はエレベーター扉の傍にも掲示されています。） 

＜中央大学茗荷谷キャンパス 1 階＞ 

＜中央大学茗荷谷キャンパス 2 階＞ 

 大シンポ控室（24 日） 

ミニシンポ１控室（25 日） 

昼食･休憩（24 日） 

ミニシンポジウム 2 会場（25 日） 

編集委員会（24 日） 

ミニシンポ 2 控室（25 日） 

大シンポジウム･総会･記念講演（24日） 

ミニシンポジウム１会場（25日） 


